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✧ JICA 技術協力プロジェクト フィリピン本邦研修「降水ガイダンス・雷雨予測」 

 
JICA 技術協力プロジェクト「フィリピン国 高品質の気象観測、予報、警報能力強化プロジェクト」

の一環として、フィリピン大気地球物理天文局（PAGASA）の職員 7 名が来日して本邦研修が実施され、

気象業務支援センターが対応しました。 

 

フィリピンでは、台風などの気象災害が深刻な状況の下で、

より防災に役立つ気象情報サービスの改善、それらの予測情

報提供を可能にするために数値予報ガイダンス*や、予報作

業支援システムの活用による予報作業の改善を進めようとし

ています。そのような状況の中で、今回の本邦研修では、以

下の 2 点を目標としました。 

（* スーパーコンピュータによる数値予報の結果をベースに、

実際の現象との関係に基づき統計処理するなどして補正・変

換した予報作業者向け支援資料） 

１．防災上重要な強雨や雷雨に関する数値予報ガイダンスにつ

いて、気象庁における開発の現状と今後の計画及び関連する技

術の動向を習得する。 

２．数値予報ガイダンスを活用した防災気象情報の作成・発表の流れ、気象庁と防災機関との連携、

関連する技術動向について理解する。 

これらの目標に向けて、気象庁では、強雨予測のガイダンスの開発状況に関する講義、予報作業支

援システムの機能紹介・デモンストレーション、雷雨のナウキャストに関する講義などがそれぞれの

担当専門家から実施されました。また、気象庁本庁の予報現業室の見学に加え、仙台管区気象台では

地方中枢官署での気象防災業務に関する講義、予報現業室見学

などが行われました。 

また、雷雨確率ガイダンスの作成実習や、日本における IBF

（Impact based forecasting(**）についての講義も当センタ

ー職員によって行なわれ、標記目標にふさわしい充実した内容

の研修となりました。(** 従来の風速・雨量といった気象現象

自体の予測に加え、それ等の現象が社会にもたらす影響事象

（洪水や土砂災害など）についての情報提供をより重視して行

う予報形態) 

外部の施設見学としては本所防災館を訪問し、同施設で暴風

雨体験などを経験しました。この際には、研修生が出演者とな

って、フィリピンにおける気象防災啓発用のビデオ撮影も行い

ました。このビデオは、フィリピン国内で行う市民を対象とした防災ワークショップなどでの活用を

予定しています。 

研修生は、さまざまな講義・見学で頻繁に質問をするなど積極的な姿勢で研修に参加し、アンケー

トでも高い満足を表明しました。 

これらの忙しい研修の日々の中でも、20～30 歳台の研修生の日本文化・食に関する関心は旺盛で、

時間外、休日を活用して東京周辺の各地を精力的に訪れ、日本滞在を満喫していました。 

今回の研修で得られた知識がフィリピンにおける気象業務の発展に活用されることを期待します。 

仙台管区気象台（合同庁舎）前にて 

気象庁での予報作業支援システムの講義 



 

（国際事業部） 

（この記事は、2023 年 11 月実施の本邦研修についてです） 

 

 

仙台管区気象台予報現業室見学 気象業務支援センターにおける講

義「日本における IBF」 
本所防災館における暴風雨体験 


